
学 会 記 事

機慮発酵班観ず感関を華磯をこ嘱愚増悪 し,呼吸滑難を主

訴として救急部Å婁ゼ慧症例ともÅ素敵 -ロセソ吸入
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エ-テル吸Aを行った (吸ノ丸濃度は主として6%)もJ-N-

テル吸入開始後予気遣鞘 蓬三及び 撤CO謡の下降が認めぢ)

れた血望症例とも二Tで テルの強力な気管支拡張作き嘗3,気

遣刺激作柳 こよる分泌物の先進,分泌物の軟化書き捌こ

循環動態に対する綱撒ij作用の軽度なことなどが有効に作

用 したと考えられるす
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23才男性.プロパソガスの爆発にて受像 し近医をこて蘇

生が行なわれ,漫0時間後本院救急部にH転送された.入室
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領m露i/扱欝/h許を授与 したtその後の皮膚の再評価では植

皮をこ使える皮膚は 五%未満しか残-〕ておらず,生命予後,

身体機能の回復は絶望的だった-このような患者に接 し,

医学的観薫き倫理的観点 社会経済的観点から軍積極的

治療を断念せざるをえなかった,

且7/j脳 血管障害急性期をこおける誘発電位の経

略的変化
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脳-ルニアを盤 にた混血且管障害窯､性期の語例において

連続モニタ-した表縁性脳幹誘発電位 摘E3挽)と体制知

覚誘発電位 摘罵㌘)郡経略的変化を声臨床症状や CrE'

所見と対比 して検討 Lたす視床 帝脳幹注漉 を生じ急性水

頭症を望 した例では A吏悪罵 と Sは㌘短潜時成分が閣----

時期に消焦 したがや約-㌔レエアを教 tニた矧当出血例では

嵐側導出釣 S炭㌘短潜時成分が-過性に消失することが
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側電極に起源を着 し,誘発電位はその成掛 こ関客すか中

枢内神経の側方よりの圧迫に細部性を示すことが示嫁ぎ

卜仁

1(削 l:,7乙･･､ノL､-.-小 吊 j十､封日刊

早目 ＼車jl･圧出 l‖川
遠藤 椿 噂渡辺 亜持
森村 腔 ■i二

新潟市既病院
救命救急セン
タ-麻酔科

当院では,最近タレゾ--ル製剤をこよる中毒症例を望例

経験致 しましたので報告 した★症例はいずれもうつ病気

加療廟 こ自殺を企ったもので,当初幾つかの検査輿常値

を示 したものの,呼吸 砂循環管理亨胃洗浄,強制利尿,

潟下,及び対症療法により,望･例とも}後遺症転なく退

院を迎えることができた.
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やまとする･中毒時の初期治療は機の薬物中毒をこほぼ準

ずるが,透析 魯吸着は無効とされている小

薬物中毒は原因薬剤の閲定敷設､務だが9薬紬 こよ--3て

ぼ中毒時特熟的な症状を星するものがありき注意深い観

察をこより診断の 山勘となる.

且9)熱射病の 望症例
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我々は今回熱射病を2例経験 Lた.第-例は発症30分

以内をこ当院に鍵送ざれ,冷紬 ダソト田レン投与,肺動

脈鍵Å圧を利用 した輸血管理をこより声合併症を残すこと

な(luj復 し虹 第二酢 ごは当院搬送噂すでに発症から3

時間以上が経過 していたこと,ダソトロレンの使用時願

を逸 したことから,D量払 腎不全を併発 し,死亡Lたq

熱射病は高温,高湿度環境をこおける肉体作業時に頻発

する,庵体温と意識障害を特級とする蚤鰭な疾患である書

高体温が轟く持続 した場合や,適切な治療が行なわれな

かった場合,血管内度をは し適うとする細胞障害が起こり

各鞄が)膿審不全書生)首C を併発 L磯 に漁ることも多く,

早期診断及び簾中的な治療が濃密である*熱射病に.おけ

る終ぞ鼠と二界機転は現在でも明確ではない,




